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人をつなぐ 未来へつなぐ 市川の教育 市川市教育振興基本計画  

                      ～次のような目標を掲げています～ 

自分や他人を大切にし、社会の中でたくましく

生きていくことのできる子どもを育てる 

自らの役割と責任を担いながら、たがいに連携して

教育の向上に取り組む家庭・学校・地域を実現する 

教育環境の整備を図り、質の高い市川

の教育を推進する 

  

 

２月１５日に開会した２月市議会

定例会において、田中庸惠教育長が

新年度の教育行政運営方針を表明しま

したので、その概要をお伝えします。 

市川市では、これまでも「人をつ

なぐ 未来へつなぐ 市川の教育」

を基本理念として掲げ、その具現化

に取り組んできました。 

平成２８年度には、市川市総合教

育会議において、新年度における教

育の振興を図るための重点施策につ

いて市長と協議を行うとともに、英

語教育や道徳教育といった新たな教

育課題について意見交換を行いまし

た。今後も市長と教育政策の方向性

を共有しながら、「つなぐ教育」を

踏襲した「市川市教育振興大綱」に

掲げる教育の目標の実現に向け、教

育行政の運営に努めると述べ、「新

年度における教育行政の運営に向け

た基本方針」と「基本方針に基づき

取り組む新年度の重要な施策」を明

らかにしました。 
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 地方教育行政功労者表彰は、地方教

育行政の充実発展に尽力された方々

を、教育功労者表彰は、教育･学術また

は文化の振興などに関し、特に功績が

顕著であった個人及び団体を表彰する

ものです。 

氏  名 役 職  

篠崎 道成 市川市立八幡小学校 校長 

石原 孝幸 市川市立鬼高小学校 校長 

小川 敏正 市川市立新井小学校 校長 

猪狩 淑子 市川市立大洲小学校 教頭 

永井 節子 前市川市立須和田の丘支援学校 教頭 

中村   忠 市川市立宮久保小学校 事務長 

石井  ゆかり 市川市立北方小学校 教諭 

田中 安茂 市川市立第五中学校 教諭 

伊藤 孝敏 元市川市立高谷中学校 教諭 

吉野 信行 市川市立大和田小学校 学校医 

鈴木   甫 前市川市立百合台小学校他 学校医 

関本 志貴 市川市立稲越小学校 学校歯科医 

薮田 優子 市川市立大洲小学校他 学校薬剤師 

◆市川市教育功労者 

【教育総務課・義務教育課】 

 

 

  

 

  

 昨年末に示された国の平成29年

度予算案に、教職員定数の改善とし

て「通級指導担当教員の基礎定数

化」が盛り込まれました。「教職員

定数とは？」「基礎定数化とは？」

「通級指導とは？」など前提となる

仕組みの解説も併せて、国の動きや

市川の取組を紹介します。 

 

 

 

 

 国は、次期学習指導要領や複雑困

難化する教育課題に対応できるよう

にするため、今後10年間で計画的

に教職員定数を充実することとし、

その初年度分を平成29年度予算案

に盛り込みました。この計画では、

通級指導を担当する教員の定数をこ

れまでの加配方式から、通級指導を

必要とする発達障害のある子供の数

に応じて算定する「基礎定数」とす

ることとしています。これが実現す

れば、予算上の制約を受けず、学校

のニーズに応じて必要な通級指導担

当教員が配置されやすくなります。 

 

 

 

 市川市では、本市の特別支援教

育の現状と課題、今後の方向性と

具体的な取組を示す「市川市特別

支援教育推進計画」を策定してい

ます。今年度末で第１期計画が終

了することから、現在、来年度か

らの第２期計画の策定に着手して

いるところですが、このうち、

「通級指導」については、先述の

国の動きを踏まえ、 

○通級指導教室の計画的な設置 

○中学校ブロック内の協力体制の 

 整備 

○通級指導担当教員の育成と専門 

 性の向上 

などを計画に盛り込み、通級指導

を必要とする子供への対応を強化

したいと考えています。 

 市川市としては、すべての子供

たちの可能性を広げ、生き生きと

活躍できる共生社会の実現を目指

し、今後も着実に特別支援教育を

推進してまいります。 

   【教育次長 松下大海】 

～通級指導担当教員の 

  基礎定数化と市川市の取組～ 

市川市の取組 

通級指導担当教員の基礎定数化 

◆教職員給与費の負担の仕組み 

「教職員定数」の説明の前に、ま

ず、学校の先生の給料は誰がどのよ

うに負担しているのかを説明しま

す。公立小中学校等の教職員の給与

は、本来、設置者である市町村が負

担するのが原則ですが、比較的財政

が安定している都道府県の負担とす

ることで、義務教育の円滑な実施が

図られています。また、全国的な義

務教育の機会均等と教育水準の維持

向上を図るため、都道府県が負担し

た教職員給与費の３分の１を国が負

担しており、全国どの地域において 

◆通級指導 

通級指導とは、通常の学級に在

籍している比較的軽度の発達障害

（言語障害、自閉症、学習障害

(LD)、注意欠陥多動性障害(ADHD)

等）がある子供に対して、週数時

間、障害の状態を改善・克服する

ための自立活動や各教科の補充指

導等の個別指導を行うものです。 

  

新年度の教育行政運営方針は、教育委員会

のWebサイトに掲載しておりますので、ぜひ

ご覧ください。      【教育政策課】 

市川版 

中高一貫教育の推進 

 道徳教育の推進 

新規事業に係る施策の充実 

 教育振興基本計画に基づく新規事業に係る

施策の充実に努めます。 

教育行政運営の基本方針 重要な施策 

点検及び評価の結果に基づく施策の改善 

 毎年実施する教育に関する事務の点検・評

価の結果に基づき、施策の改善を図ります。 

新たな教育課題等への対応 

 教育改革への対応など新たな教育課題は、積

極的に本市の実態に即した対応を図ります。 

○「校内塾・まなびくらぶ」の充実 

○小中一貫教育の推進 

○市川版中高一貫教育の推進 

○教職員が子どもと向き合う時間の拡大 

○子どもや保護者を支援する体制の充実 等 

○道徳教育の推進 

○英語教育の早期化への対応 

○家庭・学校・地域の連携施策の再構築 等 

も公立小学校等に必要な教職員を

安定的に確保することができてい

ます。市町村が財政破綻を起こし

ても学校が休業することはない、

ということです。 

◆教職員定数の仕組み 

都道府県が独自の判断で教職員

を配置し、国がその給与費の３分

の１を負担すると、都道府県間の

不均衡が生じるため、国は、全国

同一のルールで学校に置くべき教

職員の総数（教職員定数）を定

め、その数に見合う給与費を負担

しています。この「教職員定数」

には、学級数や児童生徒数等に応

じて自動的に算定される『基礎定

数』（校長、教頭、学級担任、教

科担任など）と、少人数指導など

学力向上への取組や発達障害のあ

る子供への対応など特別な事情に

応じて予算の範囲内で加えられる

『加配定数』（少人数指導や通級

指導担当教員など）の大きく２種

類に分けられ、実際に各学校に教職

員を配置する際の目安となります。 

 

https://kotobank.jp/word/%E8%87%AA%E7%AB%8B%E6%B4%BB%E5%8B%95-1550249
http://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000250088.pdf
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 市川市立第八中学校ブロック

（第八中、平田小、鶴指小、大和

田小）では、ブロック内の学校支

援コーディネーターがお互いに協

力し、多種多様な学校支援活動に

取り組んできました。市川市での

「学校支援コーディネーター」配

置に関して、モデル校となり研究

を深めてきました。この度、永年

の功績が称えられ、文部科学大臣

表彰の受賞となりました。 

 

 

 表彰式後、第八中学校ブロック

の各学校長と学校支援コーディ

ネーターにお集まりいただき、田

中庸惠教育長への報告会を行いま

した。 

教育長からは、永年にわたる功

績に対して労いのお言葉を頂戴し

ました。大嶋第八中学校長から表

彰式の様子について、コーディ

ネーターの方々からは日頃の活動

についてお話して、和やかな雰囲気

で報告会を行うことができました。 

 

 

この賞は、第八中学校ブロック

の“学校を支援する地域力”に対

する表彰です。地域の皆様が様々

な形で『子供たちのために』でき

ることを実践し、学校を応援した

功績が称えられたものです。 

教育委員会としても、市川市の

“地域と学校の連携推進”に更な

る追い風を得たように感じていま

す。市川市の地域の教育力の高さ

が国に認められたということで

しょう。学校地域連携推進事業で

ある『コミュニティサポート』

『学校支援コーディネーター』、

平成２９年度から数ブロックでモ

デル事業を展開する『コミュニ

ティ・スクール』が、さらに発展

充実していくことを願っていま

す。 

今後も地域社会全体で子供の成

長に関わり、未来の日本を担う次

世代を育ててい

きましょう。 

『地域とともに

ある学校』を、

これからも推進

し て ま い り ま

す。   

【社会教育課】 
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 平田信江委員と平田史郎委員が、６年

生の計画委員と「卒業に向けて」をテー

マに交流されました。学校生活の課題とその解決方法に

ついて話し合い、「みんなが思いやりをもって行動する

ことが大切」との感想を述べられました。  

 平田信江委員と松下教育次長が、6年生学

年合同の道徳の授業を参観されました。「自

分の考えをグループで交流し全体で発表する中で、考えを広

げたり深めたりする子供たちの姿」に感心されていました。 

 地域と学校が一体となり子供

た ち を 育 む「学 習 支 援 ク ラ

ブ」。今回は、地域の歴史や伝

統文化を効果的に取り入れた、

市川市立新浜小学校の取組を紹

介します。 

 同校では、４年生の総合的な

学習の時間の中で、湊新田自治

会の方々が講師となり、７月に

「笹 団 子 作 り」を 行 っ て い ま

す。地域にある「胡禄神社」の

祭りで参拝者らに配られる笹団

子を実際に作ります。江戸時代

から長く受け継がれてきた地域

の祭りの歴史や伝統を肌で感じ

取ってほしいとの願いからこの

学習が始まり、今年で４年目を

迎えました。 

子供たちは、自治会長のお話

から、「地域の多くの人の手に

よって、この祭りが４００年以上

大切に受け継がれてきたこと」

「その間、後継者の確保など、

様々な苦労があったこと」などを

学びました。そして、実際に笹団

子作りを体験することで、祭りに

携わる人々の地域への思いを実感

していました。子供たちからは、

「伝統を守っていくことの大切さ

が分かった」「これからは、祭り

で遊ぶだけでなく、支える側のお

手伝いもしていきたい」などの声

が聞かれました。また、子供たち

が作った笹団子が実際に祭りで参

拝者に配られたことにより、自分

たちもこの伝統を受け継ぐ地域の

一員であるという思いが、さらに

強くなりました。 

 このよう に学習 支援ク ラブ

は、地域と学校が一体となり、

子供たちの豊かな心を育む魅力

的な授業づくりを支援していま

す。       【指導課】  

  田中教育長・五十嵐委員が、６年生

の縦割り活動について子供たちからの

発表を参観されました。交流後、「少人数を活かした活

動であるとともに、リーダーとしての集大成であるとい

えます。活動を通して、６年生に学びと育ちの連続性が

みてとれます」と感想を述べられました。 

 教育委員会では、子供たちや保護者、教職員の意向を把握し、基本計画の改定

に反映させるため、教育委員と子供たちや保護者、教職員との交流会を行ってい

ます。今年度は、9月から2月にかけて１５校で実施しました。 

  五十嵐委員が６年生の学年集会を参観さ

れました。子供が司会進行し、委員会・部

活紹介をグループでした後に、全員で歌を２曲発表しまし

た。「堂々とした紹介と素晴らしい歌声に感動しました。そ

の力を、後輩に受け継いでください」とお話されました。 

 五十嵐委員と松下教育次長が、授業参観

後、4年生から６年生の代表委員と給食交流

を行い、子供たちと楽しく歓談されました。「授業に熱心に取

り組み、落ち着いた子供たちの様子」に感心されていました。 

 平田信江委員が、生徒会本部役員と「創

立５０周年記念のマスコットキャラクター

制作企画」について意見交換されました。「９月の改選で選

出された本部役員にとって、今回が初の活動でしたが、より

よい学校にしようという熱い思い」が感じられました。 

 平成27年度より市川市教育委員としてご活躍されている平

田史郎氏(学校法人平田学園理事長・国府台女子学院学院長)

が、平成28年秋の褒章において、長年にわたる教育の振興と

発展に貢献した功績により「藍綬褒章」を受章されました。 

  

 柏市にあるさ

わやかちば県民

プ ラ ザ に お い

て、「千葉県特別

支 援 学 校 作 品

展」が、平成２８

年１２月７日（水）から１４日（水）ま

で開催されました。この作

品展は、平成２０年度から

始まり、今年で９回目とな

ります。東葛飾・葛南地区の

県立・市立の特別支援学校

１６校の子供たちの作品が

展示されました。市川市か 

 

らは、須和田の丘支援学校、特別支援

学校市川大野高等学園と市川特別支

援学校が参加しました。各地域からの

来場者も多く、作品や展示資料等を通

して特別支援学校、特別支援教育に関

して、広く県民の皆さまに知っていた

だく機会となりました。さわやかちば

県民プラザは県の生涯

学習センターとして生

涯学習の推進はもとよ

り、これからも子供た

ちの学びを支援してま

いります。   

   【教育センター】 

千葉県特別支援学校作品展 

～ちば特別支援教育フェア２０１６～  

「地域学校協働活動」推進 

教育長への報告会 

地域のお陰で受賞！ 

八中ブロック受賞 

 

国分小 11/４ 

稲越小 1/19 

第八中 11/24 

北方小 11/25 

大柏小 12/15 

国府台小 1/18 

  小林委員・平田信江委員が、生徒会役員と

交流されました。生徒会が制作した動画の

学校紹介を見て、その後、生徒会が分析した五中の良い所

と今後取り組むべき課題についての発表を聞かれました。

「恵まれた環境を活用して３年間を楽しんでください」とお

話されました。      【教育総務課・教育センター】    

第五中 2/9 
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義務教育の９年間をひとつの大

きなくくりとして捉え直し、発達

段階にあわせた柔軟な教育活動を

行うことを目的として、塩浜学園

は平成２７年度に小中一貫校とし

て開校し、本年度からは県内唯一の

義務教育学校へと移行しました。 

 塩浜学園の子供たちは現在、１

年生～４年生と５年生～９年生に

分かれて、塩浜小学校・中学校の

校舎を使用していますが、開校当

初からの方針である施設の一体化

整備を行うため、本年度、外部事

業者への委託により、「塩浜学園

校舎等基本構想」の策定を行いま

した。これは、中一ギャップの解

消や学び直しの機会の充実など、

小中一貫教育の実効性を高める教

育環境を整備することを目的とし

たものです。 

◎「基本構想」の主な内容 

 

 

 

「基本構想」の内容に基づき、

今年度中に設計委託を開始する予

定です。今後の予定としては、平

成３０年度に工事を開始し、平成

３２年度中の新校舎及び屋内運動

場の供用開始を目指しています。 

        【教育政策課】 

  

  

 「校内塾・まなびくらぶ」は、市内小・

中・義務教育学校全校で取り組まれ、今年度

で３年目となりました。指導者であるサポー

ターの教職経験者や地域の支援者、将来教職

を目指す大学生の支援のもと、放課後の子供

の「まなびの場」が豊かに広がっています。

希望者を対象とし、学校によって実施学年も

様々で、いろいろな取組があります。 

 その中の一例として、今回は国分小学校の

取組をご紹介します。 

 国分小学校では、はじめの５分間に子供た

ちの集中力を高めるため、５０ます計算に取

り組んでいます。子供たちの表情は真剣で

す。その後は、サポーターが作成したオリジ

ナルワークシートでそれぞれの理解に合わせ

て学習が行われます。サポーターが担任と情

報交換をすることで、一人一人のつまずきを

見極めた適切な支 

援が可能となっていま

す。そのため、どの子も

安心して学習に取り組む

ことができます。 

 今後も、「校内塾・ま 

なびくらぶ」は、子供た 

ちの学びを支援してまい

ります。  【指導課】 

（３）201７年（平成２９年）３月２日（木） 

 学校施設は、子供たちが日々

学び生活する場であり、安全・

安心で快適な学習環境を実現す

るため、また、災害時の地域避

難拠点に指定されている観点か

らも計画的な学校施設の耐震化

対策等に取り組む必要がありま

す。 

そこで、学校施設の耐震化対

策を、平成２７年度末までに全

校において、文部科学省が示

す、より安全性の高い耐震基準

Ｉｓ値０．７以上を満たす耐震

化を進めた結果、平成２８年３

月末に最後の１棟となる北方小

学校屋内運動場建替えが完成し

たことで、耐震化率１００％を

達成しました。 

北方小学校では、平成２８年

度には外構工事及び既存屋内運

動場の取り壊

し 工 事 を 行

い、１ ２ 月 に

は校庭整備工

事が完成しま

した。 

この屋内運動場は、耐震性能

の確保と大震災時の避難場所と

しての活動を踏まえ、防災機能

の充実、バリアフリー化など災

害時の避難・救助活動が円滑に

行える施設としました。 

また、地球温暖化等の環境問

題に対応するため、環境負荷を

低減させる設計・建設を、ＬＥ

Ｄ化した省エネルギー・省資源

型の施設づくりなどを行いまし

た。 

今後も安全・安心で快適な学

校施設を目指してまいります。   

      【教育施設課】 

 

 

   

 

 

 

 平成2８年度教育実践記録論文表彰式・

発表会が 2月３日 (金)に行われました。

今年度は、一般部門に１７点、フレッ

シュ部門に１１点、合計２８点の応募が

ありました。内容も、各教科・道徳・特

別支援教育・学級経営など多岐にわたり

ました。どの論文からも、子供たちに自

ら学ぶ力をつけていきたいという思いが

伝わってきました。実践をまとめて形に

残していくことは自分自身の力に磨きを

かけることにもつながっていきます。多

くの応募の中から受賞された皆様おめで

とうございます。来年度も多くの応募を

お待ちしています。【教育センター】 

「一般部門」 ※同じ賞については学校番号順で記載してあります。 

賞 学校名 氏名 職 分野 テーマ 

最優秀 行徳小 掛水 裕斗 教諭 
総合的な 

学習の時間 

人と関わり合う総合的な学習の時間を目指して 

～探究的な学習を通して、児童の主体的な学びを促す～ 

優秀 宮田小 青木 利雄 教諭 道徳 
ともに語り合い、学び合い、考え抜く道徳の時間をめざして

～道徳科へのチャレンジ～ 

優良 行徳小 深瀬 里美 教諭 
総合的な 

学習の時間 

自己肯定感を高める総合的な学習の時間の実践 

「世界の果てまで和食を広めよう」～5-3和食守り隊～ 

優良 妙典小 齊藤 里奈 教諭 特別支援教育 肢体不自由特別支援学級のあり方～児童との関わりを通して～ 

優良 大洲中 萩原 智子 教諭 夜間学級 
アクティブ・ラーニングを取り入れた授業 

～夜間学級の実践を通して～ 

特別賞 行徳小  野 和雅 校長 学校経営 『ジャンボ！』～新米校長のアクティブ・マネジメント～ 

特別賞 大和田小 都築 茂 校長 保健体育 より安全な組体操を目指した取り組みと付随する教育効果 

賞 学校名 氏名 分野 テーマ 

最優秀 行徳小 田邊 竜也 国語 書く力を育てる授業の実践～国語科の学習を通して～ 

優秀 中山小 野島奈緒子 生活 
探究心を高め、友達との関わりの中から思考を深める児

童の育成～子どもが自ら問い、考える授業づくり～ 

優秀 行徳小 門倉 直己 学級経営 
自分たちの良さを自覚し、一人ひとりが認め合える学級

づくり～安心して通える学級を目指して～ 

優良 宮久保小 小野 貴仁 学級経営 
これからの社会でよりよく生きるための基礎作り 

～ほめ言葉シャワーとクラス会議～ 

優良 妙典小 山本 祐平 情報教育 ICTの活用と児童の意欲 

経験5年以下「フレッシュ部門」 ※同じ賞については学校番号順で記載してあります。 

 教育実践記録論文

は、教 育 実 践 を ま

と め る こ と で 教 職

員 の 自 己 啓 発 を 促

す こ と を 目 的 に 昭

和 54 年 度 に 始 ま

り、今年度で3８回

目です。 

○整備方針 

・小中一貫校として必要な機能に   

 加え、義務教育学校の教育効果を 

 より高める整備を目指す。 

・児童生徒に日常的に必要な施設整 

 備を優先する。 

・整備中の児童生徒の教育環境に配 

 慮する。 

○整備内容 

(1) 校舎 新築 延床面積 

          約7,300㎡ 

・現況及び将来推計の児童生徒数を 

 基に、普通教室数は計12としま 

 す。 

・多目的に活用可能な異学年交流ス 

 ペースの設置など、義務教育学校 

 としての特色の創出に努めます。 

(2) 屋内運動場 新築 延床面積 

          約2,000㎡ 

・前期課程と後期課程の児童生徒が 

 同時に使用できる規模とします。  

(3) 給食室 改修 

・一部修繕によって使用可能なため、      

 継続使用とします。  

(4) その他の既存施設 

・新校舎、屋内運動上の完成後に取 

 り壊しを行います。 

 

 

より安全性の高い学校施設の耐震化進捗率 
 １００％ 
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「ペットは私たちの生活にどの

よ う に 役 に 立 っ て い る の だ ろ

う？」獣医さんの投げかけに子供

たちが答えます。「責任を持って

世話をする大切さが学べるんじゃ

ないかな」「飼い主の心の癒しに

なっているんじゃないかな」。 

これは市川浦安獣医師会の先生

方により実施されている「学校飼

育動物管理指導」の一幕です。こ

の日は小動物の飼育を通して、

「命の大切さを学ぶ授業」が実施

されまし

た。子 供

た ち は

ペットと

私たち人

間とのか

かわりに

ついて考えた後、ペットを飼う上

で心がけなければいけない大切な

ことに気が付いていきます。 

「うさぎや犬は苦しくてもがま

んして病気ではないふりをするん

だよ」獣医さんは、外敵から身を

守るために弱みを見せない小動物

の習性について説明します。「だ

からこそ飼い主はペットの様子を

気をつけてみてあげないといけな

いね」この言葉に子供たちは大き

くうなずきます。 

「私たちは大切な命を預かって

いるということを忘れずにこれか

らも動物にやさしく接していきた

い」これは授業を受けた子供の感

想です。動物とのかかわりを通し

て、子供たちに思いやりや命を大

切にする心を育てる貴重な機会と

して、今後も実施してまいりま

す。        【指導課】 

 

  

 学校支援実践講座とは、地域全

体で「いじめ」の未然防止を図る

ため、千葉大学教育学部 藤川大

祐教授の協力を得ながら進めてい

る市川市独自の取組です。 

 「いじめ問題」に関心があり、

子供たちや学校の力になりたいと

いう市民の方を対象に人権講座

【学校支援実践講座】を行い、講

座の受講者は、「地域支援者」と

して、小・中・義務教育学校を訪

問し、子供たちと自由に話し合う

ことができる交流会に臨んでいま

す。交流会は、子供たちが地域支

援 者 の 方 々 と「出 会 い・ふ れ あ

い・語り合い」を通して、「いじ

め」の問題を考える機会です。 

 今年度は、

9 月 か ら 12

月までの間に

13校55学級

の小・中学校

において「交

流会」が行わ

れました。「交流会」では、地域

支援者が子供たち一人一人の自由

な考え・意見を引き出してくれて

いることから、子供たちは、多様

な考え方があることに気づき、

「相手の立場になって考える」

「自分の行動の振り返り」など、

2時間という短い時間ですが、考

えを深め視野を広げる貴重な時間と

なっています。 

【交流会後の感想】一部抜粋 

○人を傷つける言葉は一言で友達 

関係もなくなってしまうかもしれ

ないと思いました。私もこれから

気を付けたいと思います。いじめ

などの差別的な行為をしている人

を見かけたら止めたいと思いま

す。《小５・女子》 

○地域の方々と話し合い、自分た

ち“仲間”の視点と地域の方々

の“見守る”視点の両方から例

題の問題点について考えること

によって、新たな疑問、問題点

などが次々と見つかり本当によ

い機会となりました。《中２・

男子》    【社会教育課】 

この｢教育いちかわ｣はWebサイトでもご覧いただけます。｢教育いち

かわ｣で検索、または市川市教育委員会のWebサイトからアクセスして

ください。（「教育いちかわ」のバックナンバーも掲載しています。） 

教育委員会では、特別支援教育推進に係る環境整備のため、市内の

小・中学校に自閉症・情緒の特別支援学級を４校設置しており、ま

た、小・中学校の７校に通級指導教室を開設しています。 

 近年、個に応じた教育的支援のニーズの高まりにより、市内の設

置バランスを考慮し、平成２９年４月より中国分小学校に特別支援

学級（自閉症・情緒）を、第五中学校に通級指導教室（自閉症・情

緒）を開設することになりました。 

開設に関するお問い合わせについては義務教育課に、入級に関する

ご相談は教育センターまでお申込みください。 

○義務教育課   ＴＥＬ ０４７－３８３－９２６１ 

  （月曜日～金曜日 午前９時～午後５時） 

○教育センター  ＴＥＬ ０４７－３２０－３３３６ 

  （火曜日～土曜日 午前９時～午後５時）    【義務教育課】 

○ 

 ◆教育相談（教育センター）    

予約TEL ０４７－３２０－３３３６ 火～土 (午前9時～午後５時) 

     対象：３歳～中学校3年生 

     様々な悩みに関して専門的知識を持つ教育相談員が面接相談をしています。 

◆ほっとホッと訪問相談（教育センター）  

  TEL   ０４７－３２０－３３６２ 火～金 (午後12時30分～午後５時)  

     対象：小学校1年生～中学校3年生 

    不登校や子育てについての相談を電話でお受けしています。自宅等に出向いてお話を伺 うことも   

          できます。 

 ◆少年相談（少年センター） 

    TEL   ０４７－３２０－３３４０   月～金 (午前9時～午後５時※木は午後７時)                                                                                        

         メールアドレス youngnet@city.ichikawa.chiba.jp 

      対象：小学校1年生～20歳未満  

    家庭生活、交友や健康など様々な悩みの相談（電話、メール相談あり）を受け付けています。              

      本人の相談も可能です。                           【教育センター】                   

 市内25の地域や学校関係団体及び

行政機関で構成される「市川市明る

い環境をつくる会推進会議」が主催

するこのキャンペーンは、今年度で

15 回目を 迎えまし た。10月 8 日

（土）に コ ル ト ン プ ラ ザ、12 日

（水）に 市 川 駅・行 徳 駅・本 八 幡

駅、4つの会場でNPO法人や中学

生・高校生等およそ250名のボラン

ティアがリーフレット配布等の薬物

乱用防止啓発活動を行いました。薬

物がインターネット等により簡単に

手の届く時代となり、薬物乱用の低

年齢化が深刻な問題となっています

が、啓発活動後の感想を読むと、薬

物は「自分や人々

の笑顔を奪う物」

「とても危険なこ

とがキャンペーン

を 通 し て わ か っ

た」「多くの人が

防止してくれたら

いい」と、啓発活

動を通じて「薬物

乱用の危険性」を強

く意識し、その根絶

を希求していること

がわかりました。一

方、配 布 物 を 受 け

取ってくれた人から

「お疲れ様、薬物に

気をつけるね」「ありがとう」「が

んばって」と言葉をかけてもらい、

人と触れ合ったこと、人のために

なっていることに喜びを感じている

生徒や「市川市の優しさに気づけ

た」と述べている生徒もいました。

そして、薬物乱用防止に向けた今後

の取組についてアイディアを生み出

す姿も見られました。 

生徒の言葉には、薬物乱用防止に

限らず、人との関わりを大切にする

ことがより良い未来を築くことにつ

ながっていくのだと、改めて教えら

れます。その第一歩が、互いに「愛

のひとこえ」をかけ合い、明るい環

境を作っていくことなのではないか

と思います。  【青少年育成課】           

子供にかかわる相談は、ここでできます！ 

                 

  

 

  

 

 

 

◎第17回縄文体験フェスティバルin堀之内貝塚 

1 日   時   平成2９年3月１９日（日） 

        午前10時～午後２時○  ※雨天の場合、縮小開催  

２ 会 場   考古・歴史博物館・堀之内貝塚公園ほか 

３ 内 容   堀之内貝塚ガイドツアー・縄文食体験・火おこし体験・ 

        縄文造形教室・勾玉づくり・竹細工コーナ－・外環道路 

        関係出土品展示・模擬店・フリーマーケットなど、地域 

                    の人々が気軽に集い、参加できる催し物を多数用意して 

                    います。※都合により内容が変更になることがあります。 

４ 参加費      入場無料、申し込み不要（一部定員のあるもの、先着 

       順や体験費が必要なものがあります。） 

５ その他      当日は、駐車場が大変混雑しますので、公共機関のご  

        利用をお願いします。 

６ 連絡先  考古博物館 担当:領塚（りょうづか）   

                        TEL047-373-2202            【考古博物館】 

市川市少年センター 
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